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「移動平均線の検証－ゴールデンクロス編－」
JP法研究会 富士栄

トレンドフォロー分析の雄として移動平均線があげられます。

例えば、株価が５日平均を上回った、２５日平均を下回った、ゴールデンクロスした、
７５日平均、２００日平均などを使ったものです。

テレビでもよく評論家が使っています。また、ネットのニュース記事しかりです。

では、皆が注目していると思われる移動平均線を使って、実際はどのくらい儲かるので
しょうか？

今回は、５日平均と２５日平均がゴールデンクロスした時に、個別銘柄を買ったらどの
くらい儲かったのかを調べてみます。

こうした移動平均線の分析は、ＪＰ法ソフトの「ＷＯＲＫ分析」で可能です。

「ＪＰ２０００」ソフトを使い２０１５年のみについて検証してみました。

■使うシート

移動平均②を使います。
チェックに「１」
周期 短に「５」 中に「２５」
ＧＣ以上 短中に「１」 ＧＣ以下 短中に「１」

※ 161番シートに保存しました。
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５日と２５日移動平均線がゴールデンクロスした日に縦線を引く

ＷＯＲＫ分析メニューの「チャート」から

「条件」－「ＷＯＲＫチェック」－「１６１」－「１６１」

この条件を日経平均上で調べると下記の縦線の日がそれにあたります。

勝 勝 負 負 勝

２０１５年は、５回ありました。

ぱっと見、５回のうち、３回は勝って２回は負けといったところでしょうか・・・。

次に、日経平均がこの条件に合致した時のみ、買い出動した場合の検証をみてみましょ
う。
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■検証

日経平均（１００４）の条件

仕掛けてから４０日先までみる

個別銘柄の条件

２０１５年のみ

対象はＪＰＸ４００銘柄について
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結果

＋５％以上、儲かる確率は、全体のおよそ６９％です。

いわゆる失敗、ダメの場合はおよそ３１％。

上昇率の平均値は、１１％です。

１０銘柄仕掛けて、内７銘柄は、まぁ儲かった。利益率は平均で＋１１％アップといっ
たところです。

実戦では、＋１０％を超えたあたりで、手仕舞いでしょうか。

この検証結果からでは分からない事もあります。
ダメの場合の詳細です。仕掛けてから、いいところなく下降してしまったものは、この
画面では、分かりません。

単に、ダメの場合の平均上昇率、２．４４％と表示しているだけすから・・・。

１銘柄ごとの詳細を知りたい場合は、検証結果ファイルをご覧下さい。

今回だと、[C:\JPDATA2000]フォルダ中にある[WorkKenshoDay1-161-161.csv]、
[WorkKenshoDay2-161-161.csv]です。
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このファイルはＣＳＶ形式なので、ＥＸＣＥＬから読み込ませる事が出来ます。

続けて、日経平均の条件は無視、つまりいつでもＯＫ。個別銘柄がこの条件に合致した
ら、買い出動する場合の検証をみてみましょう。

日経平均の条件は考慮しない

※他の設定は先と同じです。
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結果

合格してくる銘柄数は、桁違いに増加しましたが、儲かる確率は大体同じような感じで
すね。

日経平均がゴールデンクロスしようがしまいが、関係はない。という事です。

条件に合格した銘柄数のグラフを見てみましょう。
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■合格数検索

５日平均と２５日平均がゴールデンクロスした銘柄数のグラフ

日経平均が、ゴールデンクロスした日を含め前後が突出している事が多いです。
かといって、それが何？といったところでしょうか。天井圏でも突出しているので、合
格数分析だと、ここでの仕掛けを避けるわけには行きません。

いかに天井圏に出るゴールデンクロスを避け仕掛けるかが、課題といえます。


